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在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

は
、
県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
２
分

の
１
ず
つ
補
助
し
、
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
県
で
は
、
今
年
度
予
算
で

所
得
制
限
を
導
入
予
定
と
の
こ
と
で

す
。

　

県
の
変
更
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
と

し
て
継
続
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

予
定
さ
れ
て
い
る
県
の
改
正

点
は
、
説
明
資
料
に
よ
る
と
、

所
得
制
限
の
導
入
は
受
給
者
本
人
の

所
得
の
み
で
認
定
し
、
所
得
審
査
は

毎
年
８
月
ま
で
に
行
い
、
前
年
の
所

得
に
よ
り
住
民
税
の
均
等
割
な
い
し

所
得
割
が
課
税
さ
れ
た
方
に
対
し
、

当
年
８
月
か
ら
手
当
の
支
給
を
停
止

す
る
と
の
こ
と
で
、
平
成　

年
１
月

１８

か
ら
施
行
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
進
め
て
い
る
所
得
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一般質問から

　

南
交
番
が
廃
止
さ
れ
、
八
潮

駅
高
架
下
に
移
転
す
る
と
伺
い

ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
犯
罪

の
抑
止
力
と
し
て
存
続
を
求
め
て
い

ま
す
。
や
む
を
得
な
い
場
合
、
民
間

交
番
の
設
置
を
と
の
要
望
が
あ
る
が
。

　

市
と
し
て
は
、
駅
前
に
は
交

番
は
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ

る
と
考
え
、
埼
玉
県
警
察
本
部
に
対

し
、
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
警
察
本
部
で
は
、
八
潮
南
交
番

の
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
八
潮
駅
を

中
心
と
す
る
周
辺
地
域
の
防
犯
拠
点

と
し
て
駅
高
架
下
に
交
番
を
移
転
す

る
形
で
現
在
、
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
駅
高
架
下
に
設

置
さ
れ
る
交
番
は
、
施
設
規
模
が
拡

充
さ
れ
、　

時
間
警
察
官
が
常
駐
し

２４

今
ま
で
以
上
に
近
隣
地
域
の
犯
罪
に

対
し
抑
止
力
が
高
ま
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

民
間
交
番
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
用
地
、
建
物
の
確
保
な
ど
様
々

な
課
題
が
あ
り
、
地
域
の
町
会
、
自

治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
に
よ
る
防

犯
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討

す
る
中
、
課
題
等
を
整
理
し
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

八
潮
市
に
お
け
る
世
帯
の
町

会
自
治
会
へ
の
加
入
状
況
に
つ

い
て
、
５
年
間
の
推
移
及
び
加
入
率

向
上
対
策
に
つ
い
て
ご
見
解
を
お
伺

い
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
町
会
自
治
会

１２

へ
の
加
入
率
は　

・
７
％
で
す
。

８０

平
成　

年
度
は
、　

・
２
％
、
平
成

１３

７８

　

年
度
は　

・
２
％
、
平
成　

年
度

１４

７５

１５

は
、　

・
９
％
で
す
。
平
成　

年
度

７３

１６

は
、
加
入
世
帯
数
が
２
万
５
９
７
件

で
、
加
入
率　

・
４
％
で
あ
り
、
年

７１

々
加
入
率
が
減
少
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

町
会
自
治
会
へ
の
加
入
率
向
上
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
と
し
て
、

本
年
３
月
の
広
報
や
し
お
に
「
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め 

に
、
町
会
自
治
会
活
動
を
知
ろ
う
」

と
題
し
て
掲
載
し
、
ま
た
、
市
民
課

の
窓
口
で
は
転
入
手
続
き
の
際
に
、

「
町
会
自
治
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
」

の
チ
ラ
シ
を
渡
し
、
加
入
促
進
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は

転
入
手
続
き
の
際
の
チ
ラ
シ
や
広
報

や
し
お
に
掲
載
し
て
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

民
間
住
宅
に
対
す
る
耐
震
診

断
や
改
修
促
進
に
つ
い
て
の
助

成
に
つ
い
て
。

　

埼
玉
県
等
で
は
「
彩
の
国
の

家
・
す
ま
い
る
ロ
ー
ン
耐
震
改

修
融
資
」「
勤
労
者
住
宅
資
金
」「
リ

フ
ォ
ー
ム
融
資
」
等
の
融
資
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、「
八
潮
市

住
宅
改
修
資
金
補
助
金
」
を
創
設
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
多
く
の
行
政
課
題

に
取
組
ん
で
い
る
状
況
等
を
踏
ま
え

ま
す
と
、
助
成
制
度
の
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
変
困
難
な
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
埼

玉
県
と
と
も
に
木
造
住
宅
の
無
料
簡

易
耐
震
診
断
を
８
月
頃
か
ら
実
施
す

る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で 

す
。

　

な
お
、
７
月
の
広
報
紙
及
び
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
耐
震
診

断
や
改
修
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
普
及
・
啓
発
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
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QA
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QA

　

八
潮
市
の
農
家
で
は
戦
前
か

ら
東
京
方
面
等
へ
野
菜
を
提
供

し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
お
い
し
い

野
菜
づ
く
り
の
蓄
積
も
あ
り
ま
す
。

市
の
施
策
の
中
に
「
顔
の
見
え
る
農

業
」「
安
全
、
新
鮮
、
良
質
」
を
基
本

に
直
売
所
事
業
の
一
層
の
充
実
、
地

産
地
消
の
拡
大
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
状
と
課
題
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

地
元
野
菜
の
新
鮮
さ
等
が
市

民
の
間
で
好
評
を
博
し
、
平
成

　

年
に
開
設
し
た
八
潮
市
ふ
れ
あ
い

１３農
産
物
直
売
所
で
は
、
現
在
年
間
約

８
万
人
の
方
々
の
利
用
に
よ
り
順
調

に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

提
供
す
る
農
産
物
は
、
安
全
を
第
一 

に
、
農
薬
使
用
基
準
を
徹
底
す
る
た

め
農
薬
散
布
履
歴
の
完
全
記
帳
や
更

に
安
全
性
を
高
め
る
た
め
埼
玉
県
特

別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度
に
よ
る
栽

培
を
導
入
し
て
い
る
生
産
者
も
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
冬
期
や 
端 は 
境 

ざ
か
い 
期 
に

き

品
数
が
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と
や
、

直
売
施
設
が
狭
小
な
こ
と
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
駅
が
開
設
し
、
更
に
需

要
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

市
と
し
て
更
な
る
地
産
地
消
体
制
の

推
進
、強
化
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

QA

池
谷　

和
代

小
倉　

孝
義

峯
岸　

俊
和

地
域
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

市
民
の
町
会
自
治
会
へ
の
加
入
状
況

に
つ
い
て

安
全
対
策
に
つ
い
て

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

建
物
の
耐
震
化
の
推
進
に
つ
い
て

郡
司　

伶
子

武
之
内　

清
久

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
並
び
に

最
終
処
分
場
等
の
建
設
に
あ
た

っ
て
、
地
域
住
民
と
の
取
り
交
わ
し

た
内
容
。
ま
た
、
い
つ
頃
ま
で
に
地

域
住
民
と
交
わ
し
た
約
束
が
終
了
す

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

平
成
４
年
９
月　

日
に
、
当

２５

時
の
幸
之
宮
町
会
と
市
と
の
間

で
、　

項
目
か
ら
な
る
「
八
潮
市
廃

２５

棄
物
複
合
施
設
整
備
事
業
に
係
る
合

意
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
関

係
で
は
、
粗
大
ご
み
処
理
場
の
騒
音

振
動
、
悪
臭
、
破
砕
音
、
塵
埃
等
公

害
の
防
止
に
関
す
る
事
項
で
す
。

　

最
終
処
分
関
係
で
は
、
埋
め
立
て

す
る
こ
と
に
よ
る
ハ
エ
、
害
虫
等
の

発
生
予
防
や
汚
染
防
止
、
ご
み
の
飛

散
防
止
、
産
業
廃
棄
物
は
投
入
し
な

い
、
焼
却
は
し
な
い
、
最
終
処
分
場

管
理
者
を
置
く
な
ど
維
持
管
理
に
関

す
る
事
項
で
す
。
ま
た
、
施
設
建
設

等
に
関
す
る
事
項
が
３
項
目
、
そ
の

他
周
辺
整
備
等
に
関
す
る
事
項
が
６

項
目
で
す
。
約
束
の
終
了
時
期
に
つ

い
て
で
す
が
、
区
画
整
理
事
業
、
下

水
道
整
備
事
業
、
最
終
処
分
場
の
跡

地
利
用
の
３
項
目
は
、
将
来
的
な
課

題
で
あ
り
、
明
確
な
整
備
時
期
を
示

す
こ
と
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
排
水
路
の
一
部
が
未
整
備

の
た
め
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

QA
市
と
市
民
と
の
覚
書
に
つ
い
て

豊
田　

�
雄
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